
 

農研機構市民講座のご案内  
 

演 題：空気のあれこれ－畜産研究から見えてくる身近な存在－ 

講演者：中久保
な か く ぼ

 亮
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（農研機構 畜産研究部門 飼育環境ユニット 主任研究員） 
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日 時：平成 30 年 2月 10 日（土曜日）10:00～11:00 
場 所：食と農の科学館（茨城県つくば市観音台３－１－１） 
参加費：無料。どなたでも参加できます。 
申込み：農研機構の以下の URL からお申し込みください。 
    https://pursue.dc.affrc.go.jp/form/fm/naro001/shiminkouza20180210 
 
お問い合わせ：農研機構本部 連携広報部広報課（TEL：029-838-8980） 
 

※農研機構（のうけんきこう）は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネームです。 

講演内容の一部を紹介 

内 容 
人々のまわりに常にあって、必要不可欠な空気。でも、「空気みたいな存在」

とよく言うように、普段はほとんど意識することがないですよね。 

家畜の快適性に配慮した飼育管理を追求する中で、私たちはダスト、ニオイ、

温度など様々な切り口で空気環境を測定し研究しています。講演では、そんな 

研究活動を紹介しながら、身近な空気について考えます。掃除機の排気に含まれ

るダスト量の測定、ニオイセンサの実演も予定しています。きっと、皆さんの 

日常生活のヒントにもなるはずです！ 

申込 QR コード 

サーモグラフィで豚の体温を可視化した画像。 

注：当日は空気環境の測定機器の実演を予定していますが、豚はいません。 

ヒーターと床暖房で保温されている子豚。 
服を着ていないので人間以上に温度管理が重要です。  


